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、 、岩手で最も遅れている沿岸県北を どう振興するかはソフトにかかっているわけですが

共生環境塾で６市町村に提言した自然環境を有効に利用、その方法について細かく地区ご

とに提言した方法、それを作り替えた別紙の一市二村活性化計画ですが、久慈市・山形村

合併協議会にも提出したものですが論議されなかったようです。

合併協議会で議論の時間がなかったか、理解されなかったのかは別にして、国や県の方

針や時代のニーズは必ず夢の学舎とリンクする本活性化計画が必要になります。

これを、学校の統廃合問題だけと勘違いしている方が多いようですが、行き着くところ

は、新エネルギー開発や、共生・スローライフなどを現実化するためには、 森林、コン

ブなど尽きないエネルギーにお金を掛ける行政のスタンスと必要性の実現手段を導くため

なのです。

家庭などから出る大量のポリなどゴミは環境的に時代に沿わなくなるはずです。食べ物

、 、を量り売りできる各地区の市街地再生はスローライフだけでなく 環境的にも必要になり

多様な職種の伝承雇用の創出につながるでしょう。

全国でもこのような考え方は広がってきていると感じますが地域こそ、それぞれの文化

に立脚した再生が必要だと考えます。


